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県政を前に進める実現力！

▲2022年1２月9日付 埼玉新聞２面

▲2024年11月27日付 公明新聞

● 春日部高校
● 川口工業高校
● 熊谷西高校
● 越ヶ谷高校 
● 進修館高校
● 草加高校
● 豊岡高校
● 南稜高校
● 飯能高校
● 蕨高校

● 久喜工業高校
● 上尾高校
● いずみ高校
● 坂戸高校
● 杉戸高校
● 蓮田松韻高校
● 本庄高校

● 川越高校
● 川越工業高校
● 狭山経済高校
● 新座柳瀬高校

● 鴻巣女子高校
● 所沢商業高校
● 松山女子高校

● 浦和第一女子高校
● 浦和西高校
● 大宮高校
● 越谷北高校 
● 深谷商業高校
● 春日部女子高校 
● 川口高校
● 朝霞高校
● 幸手桜高校
● 羽生実業高校
● 岩槻商業高校
● 浦和北高校

2026年
3月末
までに

2027年
3月末
までに 36校

24校
2025年
3月末
までに 7校

2022年の質問で県は本設置決断2022年の質問で県は本設置決断

川越市内すべての小中学校全54校の
体育館には2026年3月末までに
設置完了予定！

徹底した現場調査で体育館へのエアコン設置を実現

2024年12月定例県議会

▲2021年～2022年にかけて県立学校体育館を徹底調査

動く動く力！力！

体育館エアコン設置
スケジュール

補正予算資料

（
予
定
）

効　果

概　要
防災拠点校への空調設備設置の前倒し

長期の避難生活においても、熱中症等の危険性がない安心・安全な
環境を確保するため、防災拠点校＊１０校の体育館の空調設備設計を
前倒し、早期に着手する。

設置計画 防災拠点校36校の空調設置スケジュール（予定）

令和7年度末までに防災拠点校10校の体育館へ空調設備を設置
災害時における避難所としての生活環境を改善

＊備蓄倉庫、太陽光発電、自家発電装置等を備えた学校。
　全ての防災拠点校に自家発電装置が整備されており、停電時でも空調稼働が可能

※R7末統廃合予定の拠点校1校を除く

（17校）（7校） （12校）

2025年度設置工事

2026年度設置工事

2024年度設置工事
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県政に関するご意見・ご要望をお寄せください県政に関するご意見・ご要望をお寄せください
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▲2024年12月1日付 公明新聞

▲2024年5月24日付 公明新聞 ▲2024年2月2日付 公明新聞
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2024年12月16日、埼玉県議会公明党議員団は「物価高騰への対策に関する要望」及び「闇
バイト犯罪の抑止に関する要望」を大野知事に申し入れしました。物価高騰への対策では、政府
が決定した「重点支援地方交付金」を効果的に活用し、物価高から県民の生活を守り、経済の確
実な回復を実現するための施策を要望。闇バイト犯罪の抑止については、対策の強化や防犯対
策の充実を求めました。

深谷けんじ
ホームページ

現場の声をもとに母子守る事業を提案し実現現場の声をもとに母子守る事業を提案し実現

物価高騰対策・闇バイト犯罪対策について大野知事へ緊急要望物価高騰対策・闇バイト犯罪対策について大野知事へ緊急要望

▲2024年11月 母子生活支援施設を視察

小さな声を、聴く力。小さな声を、聴く力。
カタチに声を 地域要望が

実　現

聴く聴く力！力！

・ 低所得世帯への給付金の迅速化
・ 低所得者を対象としたLPガス利用者への支援
・ 医療機関や福祉施設等の食材費と光熱費への支援
・ 中小企業や小規模事業者におけるエネルギー価格
 高騰への支援及び省エネ推進の支援策
・ 物流や地域公共交通機関等におけるエネルギー価格
 高騰への支援

「物価高騰への対策に関する要望」（抜粋） 「闇バイト犯罪の抑止に
 関する要望」（抜粋）
・ 若者を守るための闇バイト対策と
 啓発の強化
・ 教育現場での注意喚起の徹底
・ 防犯対策の充実
 （防犯カメラ等への支援拡充）


